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三角広場 カフェ エントランスロビー

基準階内観

■工　　事　　名　　称：（仮称）三井リンクラボ新木場新築工事
■工　　事　　場　　所：東京都江東区新木場－－
■発　　注　　者：三井不動産株式会社
■デザイン監修：Quality Innovation United Ltd.
■基　　本　　計　　画：株式会社日建設計
■設　計　・　施　工：鹿島建設株式会社
■敷　　地　　面　　積：，．㎡
■建　　築　　面　　積：，．㎡
■延　　床　　面　　積：，．㎡
■構　造　・　階　数：RC造地上階塔屋階
■主　　要　　用　　途：研究所
■工　　　　期：年月～年月

写真撮影：雁光舎

　三井不動産が東京都江東区で開発を進めてきた「（仮称）三井リ
ンクラボ新木場」が完成した。賃貸ラボとオフィスを備えた都心
近接型の施設として、新木場での開発は棟目となる。JRや東京メ
トロ等複数路線が乗り入れる新木場駅近傍エリアに、研究者をはじ
めさまざまなライフサイエンスプレーヤーの集積を図る。日建設計
による基本計画に基づき、設計・施工を鹿島が担当した。

　「（仮称）三井リンクラボ新木場」は、三井不動産が手がける
ライフサイエンスプレーヤー向けの賃貸ラボとして、年月に
完成した「三井リンクラボ葛西」から数えて棟目、都心への交通
アクセスにも優れた新木場エリアで棟目の施設となる。
　同じエリアで先行開業した「三井リンクラボ新木場」（年月
開設）、「三井リンクラボ新木場」（年月開設）と同様、実験
専用の給排気設備の設置スペースや大規模な電気容量の供給など、
研究室向けに設備を充実させた物件となっている。ベンチャー企業
等の入居を想定した小割区画に加え、ワンフロア貸しを想定した大
区画も備えているのが特色で、プロジェクト単位での研究施設の確
保やライフサイエンス業界への新規参入企業を含めた幅広い需要に
対応する。

　計画地は新木場駅近くの運河に面した、都心部にお
いては景観的に非常に恵まれた場所にあります。建物
は鉄筋コンクリート構造打ち放しを白い鉄骨フレーム
で包み込んだ外観としており、堅牢なコンクリートと
シャープで軽快なフレームを対比させています。白い
フレームは、遠景からの視認性を高め、コンクリート
造の圧迫感を軽減し、設備配管を隠すことで、街並み
や景観に寄与します。また、建物全周をフレームで包
むことで外部環境から少し隔たりを持った、ラボにふ
さわしい落ち着いた室内環境になります。
　ラボ・オフィスとしての企画は、避難安全検証法
（ルートB）によって安全性を担保し、小割からフ
ロア貸しまでさまざまなテナントの入居が可能な平面
計画とし、一部、ラボとして実装済のプリセット区画
を設けています。階には会議室、ジム、カフェ、会員
制ラウンジを設け、各階コア内にリフレッシュスペー
スを設ける等、運河に面して研究者のための集中作業
や寛ぎの場を提供します。
　かつて貯木場であった運河に面する新しいラボが、
近隣に開かれ、さまざまな研究者が集い、出会う、滞
留地・結節点であってほしいと願っています。

　鹿島建設株式会社　建築設計本部　真鍋寛


